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（１）2022年度・第6期 これまでの事業枠組み
・パンデミックを受けて特別スローガンの設定を検討してきた

3

<学術>

多分野におけるエコデ
モ研究を深める

エコデモ財団のビジョン
一人ひとりが、人間は自然の一部であることと人間だけが培ってきた信念（自由、平等、平和）を誇りに思い、
自然、生態系（エコロジー）を労り畏れながら、人々の協同（デモクラシー）を尊重する世界を目指す。

<行政>

都市・地域のビジョン
とそのデザインをエコ
デモにより深める

<企業>

企業活動(CSV)の中に新
しいエコデモという価
値を創造する

特別スローガン 自然と社会を一緒に考える:パンデミックを乗り越えるために(検討中)

ミッションのための戦略

エコデモ財団のミッション
働く場、暮らす場、学ぶ場での様々な日常に、自然と社会の共存する目指すべき未来のタネを発見し、育くむ。
具体的には、4事業分野において、これまでに開発してきた仕組みやツールを用い、人々の価値観に語りかけ、
行動を提案する。

<市民>

市民活動の経験に学び、
市民と共にエコデモの
視点から活動の価値を
再定置し、新たな協働
のタネを発見する。

全体像・ゴールイメージ



・パンデミック以降に設定を試みた「特別スローガン」を次期でも引き続き検討する
・上記とともに、「ミッション」の刷新も次期で検討する
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<学術>

多分野におけるエコデ
モ研究を深める

エコデモ財団のビジョン
一人ひとりが、人間は自然の一部であることと人間だけが培ってきた信念（自由、平等、平和）を誇りに思い、
自然、生態系（エコロジー）を労り畏れながら、人々の協同（デモクラシー）を尊重する世界を目指す。

<行政>

都市・地域のビジョン
とそのデザインをエコ
デモにより深める

<企業>

企業活動(CSV)の中に新
しいエコデモという価
値を創造する

特別スローガン：（次年度の活動方針・原則をもとに検討）

ミッションのための戦略

エコデモ財団のミッション（次年度の活動方針・原則をもとに検討）
働く場、暮らす場、学ぶ場での様々な日常に、自然と社会の共存する目指すべき未来のタネを発見し、育くむ。
具体的には、4事業分野において、これまでに開発してきた仕組みやツールを用い、人々の価値観に語りかけ、
行動を提案する。

<市民>

市民活動の経験に学び、
市民と共にエコデモの
視点から活動の価値を
再定置し、新たな協働
のタネを発見する。

全体像・ゴールイメージ

（１）2022年度・第7期 今後の事業枠組み



4つの対象（行政、企業、市民、学術）に、以下の事業を加えて活動してきた。
・行政向け事業「A3エコデモCPDセミナー（島谷ワークツアー＠九州）」
・市民向け事業「C2ママエコデモ」「C3エコデモアワード」

D エコデモセミナー

D1 エコデモセミナー

D2 エコデモOn－line
シンポジウム

D3 エコデモ出版事業

A エコデモまちづくり
支援

A1 大岡山エコデモ
まちづくり支援

A2 エコデモプライマー

A3 エコデモCPDセミ
ナー（島谷ワークツ
アー＠九州）
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ミッションのための戦略

B エコデモCSV
(Creating shared value)

B1 エコデモ研修事業
（エコデモCSVコンサ
ル）

C 個別プロジェクト

C1 多摩川流域
プロジェクト

C2 ママエコデモ

C3 エコデモアワード

事業項目

<学術><行政> <企業> <市民>

（１）2022年度・第6期 これまでの事業枠組み



D エコデモセミナー

D1 エコデモセミナー

D2 セミナープラット
フォーム

D3 日本版
エコデモ出版

A エコデモまちづくり
支援

A1 大岡山エコデモ
まちづくり支援

A2 エコデモプライマー

A3 エコデモCPDセミ
ナー
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ミッションのための戦略

B エコデモCSV
(Creating shared value)

B1 エコデモ研修事業
（エコデモCSVコンサ
ル）

C 個別プロジェクト

C1 多摩川流域
プロジェクト

C2 ママエコデモ
（休止）

C3 エコデモアワード
（休止）

事業項目

<学術><行政> <企業> <市民>

（１）2022年度・第7期 今後の事業枠組み
・前年度追加した個別プロジェクトは事業に注力できない状況が続いているため休止

（休止）C2ママエコデモ、C3エコデモアワード
・財団の重要なエコデモセミナーの資源を活用するためセミナー事業を拡充

D2）セミナープラットフォーム（ラジオ、同窓会、HPバージョンアップ）



・評議員3名、監事1名
・理事6名、アドバイザー5名

全体統括：●土肥真人

<行政>

A) エコデモまちづくり支援

◇杉田早苗
●土肥真人
●柴田 久
●土井良浩
◇中西正彦
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中・長期展開ビジョン
●土肥真人 ●伊東拓也 ●土屋陽子 ●清野隆 ●柴田久 ●土井良浩 ◇杉田早苗

助成金申請担当：◇谷内田絢子

サポーター： ・エコデモ財団発起人232名（2021年6月23日現在）

<企業>
B) エコデモCSV 

●伊東拓也
●土肥真人
◇吉田祐記

<市民>
C)個別プロジェクト 

◇吉田祐記
●土肥真人
●清野 隆
●土屋陽子

<学術>
D) エコデモセミナー 

●清野 隆
●土肥真人
◇山本真紗子
◇坂村 圭

（２）2022年度・第6期 これまでの実施体制



・評議員3名、監事1名
・理事7名、アドバイザー4名
→理事2名（丸谷、山本）選任、5名（土肥、土屋、清野、柴田、土井）重任

全体統括：●土肥真人

<行政>

A) エコデモまちづくり支援

A1)大岡山エコデモ
まちづくり支援

◇杉田早苗 ◇中西正彦

A2)エコデモプライマー
●柴田久 ●土井良浩

●丸谷耕太
◇杉田早苗 ◇中西正彦

◇坂村圭
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中・長期展開ビジョン
●土肥真人 ●土屋陽子 ●清野隆 ●柴田久 ●土井良浩

●丸谷耕太 ●山本真紗子 ◇杉田早苗

助成金申請担当：◇谷内田絢子

サポーター：エコデモ財団発起人235名（2022年6月23日現在）

<企業>
B) エコデモCSV 

◇吉田祐記
●山本真紗子
●土屋陽子

<市民>
C)個別プロジェクト 

◇吉田祐記
●土屋陽子

<学術>
D) エコデモセミナー 

●清野隆
●山本真紗子

凡例 ●エコデモ財団理事、◇事務局・アドバイザー （敬称略）

（２）2023年度・第7期 今後の実施体制



（３）2022年度事業の達成度、成果、次年度の目標と活動内容
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・2022年度の目標達成度と成果を振り返り、次年度の活動目標・内容を確認
事業
項目

2022年度
6期目標

2022年度
活動内容 達成度 成果 2023年度

7期目標
2023年度
活動内容

A1
大岡山

・大岡山のまちで
のエコデモ実践活
動

・大岡山の聖なる構造（フレー
ムワーク）の発見
・フレームワークにもとづい
た大岡山のまちのビジョン、
ガイドラインづくり
・定例会運営や提案集の更新

・聖なる構造
の発見
・まちづくり
ビジョン策定
・定例会運営
・提案集の更
新
・協議会ホー
ムページ作成

・まちづくり
協議会事業
委託
・まちづくり
ビジョン策
定
・協議会ホーム
ページ作成

（6期と同じ）

・ビジョンを達成するため
のアクションプラン（協
議会の取組等）を策定

・ビジョン、アクションプ
ランへの意見収集（自治
会・町会・商店会など）

・定例会の運営

A2
プライ
マー

・エコデモプライ
マーの素案作成

・大岡山の事例に基づくコン
サル事業の要点抽出とプライ
マーの素案作成
・上記素案を、アドバイザー
やコンサルタントと検討

・未達 ・エコデモプライマ
ーの要点抽出

・大岡山の事例に基づく
まちづくり支援の要点
抽出の検討会議（2回、
11月・3月）

・要点のとりまとめ

A3 
CPD
セミ
ナー

・技術者、専門家
を対象にエコデモ
の実践手法の認知
を広める

・土木・建築・計画分野の
技術者、専門家を対象とし
たセミナーの実施（全3回、
各回70名の参加を目標）
（・アートワークツアーの
企画）

・CPDセミ
ナーの実施

・土木学会CPD
セミナー
（北原先生オン
ラインセミナー
2022.6.22）

（6期と同じ）

・土木・建築・計画分野
の技術者、専門家向けセ
ミナーの実施（全2回、
各回70名参加を目標）
（・ゲスト講師プロジェ
クトの現地視察、レポー
ト配信を検討）

B1
研修事
業

・企業における
CSV探索・目標設
定支援研修
・上記実現に向け
た実践型研修

・前年度のエコデモ研修を
ベースとして企業2社のエコ
デモ研修事業を継続実施

・企業1社
での研修継
続
・他企業の
展開

・エコデモ
研修第2期
実（2020年
08-11月）
・第2期報
告書

・企業における新
規事業のプロトタ
イプ実践研修
・第3期の実施
（Maxcom）

・前年度研修を踏まえ、
人材育成（個人の考える
力・意志の向上）研修と
並行して、新規事業のプ
ロトタイプ実践サポート

達成度については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと



（３）2022年度の事業成果、達成度
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・2021年度の4事業達成目標と活動内容およびその達成度事業
項目

2022年度
6期目標

2022年度
活動内容

達成度 成果 2023年度
7期目標

2023年度
活動内容

C1
多摩川
流域PJ

・多摩川水辺の活
動グループの交流
ネットワークづく
り

・水辺活動グループ20団体を
対象としたオンラインシンポ
ジウム実施
・多摩川プロジェクトのHPを
活用し情報発信
・水辺活動グループとのコラ
ボ展示会・イベント共同実施

・オンライン
シンポジウム
・HP活用
・コラボ企画
実施

・交流イベ
ント企画
（主に羽
田・かわさ
き水辺の協
力）

・個別の課題（世
代交代など）を流
域全体の課題とし
て位置づけ、各課
題に対して流域全
体のリソースを活
用する

①水辺の課題・資源の整理と
流域全体への再設定
②水辺の知恵・リソースを交
換する機会の創出（干潟交流
企画、オンラインシンポ）
③多摩川流域の活動情報発信
（HP活用）

C2
ママエ
コデモ

・ディスカッショ
ン議事メモ
・調査概要の検討
と準備

・ママの立場でエコデモを考
え内部ディスカッション(3回)
・子供に関する活動団体に対
する調査準備を実施

・未達 ・一時休止

C3
アワー
ド

・エコデモアワー
ドの事業計画作成
(エコデモ認証準備)

・内部会議を実施し、アワー
ドの目的、方法、審査員候補、
スケジュールを検討

・未達 ・一時休止 （エコデモ出版と並行して
事業再開を検討する）

D1
セミナ
ー

・エコデモセミナ
ーの継続（7期10名
で実施予定）

・エコデモセミナー7期
2022.02-2022.07(予定) ・7期の実施

・第7期を8名
で実施中(2021
年5-11月)

（6期と同じ）8期
10名で実施予定

・エコデモセミナー8期
2023年3-8月(予定)

D2
ﾌ゚ ﾗｯﾄ
ﾌｫー ﾑ

・ランディ特別シ
ンポジウムの実施

・「Inhabiting the Sacred in 
Everyday Life」をテーマとして、
zooｍでランディ特別シンポジ
ウムを企画実施（参加者：200
名、夏頃実施予定）

・ランディ特
別シンポジウ
ムの実施
・エコデモラ
ジオの実施

・エコデモラジ
オ実施（2022
年2月~21回）

・セミナー生との
ネットワーク強化
・セミナー生の交
流や議論プラット
フォーム構築

●エコデモラジオ
・過去セミナー生を迎え
エコデモを語る(全12回)
●セミナー同窓会
・1~6期セミナー生が再
び会する機会（全6回）
●HPバージョンアップ

D3
出版

・エコデモ関連書
籍の認知拡大

・特別シンポジウムをまとめ
た「エコデモ新書」を用いた
読書会の企画実施（書籍DL：
500、読書会：7回・30名/回
を目標）

・読書会の
実施
（エコデモ
新書を用い
た講義）

・書籍DL700

（エコデモ新書
を使った講義）

・日本版エコデモ
本出版に向けた編
集会議の立ち上げ
・同書籍の構成な
ど詳細決定

・執筆者の募集と編集会
議の開催
・テーマを設定して原稿
を募集。出版に向けた編
著者の会議や議論。

達成度については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと



損益 事業A：エコデモまちづくり支援 事業B：エコ
デモCSV

合計
（一般）

①エコデモ
研修

②ママ
エコデモ ③アワード 合計

（一般） ①セミナー ②学術
交流 ③出版 合計

（一般）

一般/収益
助成金

一般
会計

助成金
(申請)

一般
会計

助成金
(申請)

一般
会計

助成金
(申請)

助成金
申請含む

事業
収益

一般
会計

助成金
（申請） ― ― 助成金

申請含む
一般
会計

一般
会計

一般
会計※

助成金
申請含む 一般会計 収益事業 4事業合計 4事業

収益

収益 550 0 0 0 225 0 775 6,000 0 2,000 0 0 2,000 660 200 210 1,070 3,845 6,000 9,845 ― 9,845

支出 400 0 100 0 180 0 680 4,300 0 2,000 25 350 2,375 370 200 210 780 3,835 4,300 8,135 800 8,935

150 0 -100 0 45 0 95 1,700 0 0 -25 -350 -375 290 0 0 290 10 1,700 1,710 -800 910

　③CPDセミナー　②プライマー作成 ①多摩川PJ

（単位：千円）    

総計
管理費

※助成金申請
総額：2,000千円

収益－支出

事業C：個別プロジェクト 事業D：エコデモセミナー
事業分類

①コンサル業務

損益 事業A：エコデモまちづくり支援 事業B：エコ
デモCSV

合計
（一般）

①エコデモ
研修

②ママ
エコデモ ③アワード 合計

（一般） ①セミナー ②PF
事業 ③出版 合計

一般/収益
助成金

一般
会計 助成金 一般

会計 助成金 一般
会計 助成金 ※助成金

なし
収益
事業

一般
会計 助成金 ― ― ※助成金

なし
一般
会計

一般
会計

一般
会計※

※一般会計
のみ 一般会計 収益事業 4事業合計

収益 550 0 0 0 52 0 602 1,078 40 0 0 0 40 429 70 45 544 1,186 1,078 2,264 35 2,299

支出 324 0 0 0 33 0 357 529 237 0 0 0 237 0 219 0 219 813 529 1,342 840 2,182

226 0 0 0 19 0 245 549 -197 0 0 0 -197 429 -149 45 325 372 549 921 -804 117

※本販売は収益事業

収益－支出

①コンサル業務 　③CPDセミナー

事業D：エコデモセミナー
事業分類

事業C：個別プロジェクト

（単位：千円）    

総計管理費
※雑収益

※助成金採択なし
　②プライマー作成 ①多摩川PJ

（４）2022年度予算と実績
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2022年度予算

2022年度実績

課税
対象

非課
税次年度休止

・実績値は、計画よりも大幅減。
→B）エコデモCSVの事業縮小、C）①多摩川PJの助成金未採択、が主な要因。

・その他の事業および管理費は、おおよそ計画通り。



ビジョンのための戦略
コミュニティ・都市・地域のスケールを行き来できる、
まちのビジョンをつくる

2022年度
6期目標 ・大岡山のまちでのエコデモ実践活動 達成度

・聖なる構造（フレームワーク）の発見
・まちづくりビジョン策定
・定例会運営
・提案集の更新
・協議会ホームページ作成

活動内容

・大岡山の聖なる構造（フレームワーク）の
発見
・フレームワークにもとづいた大岡山のま
ちのビジョン・ガイドラインづくり
・定例会の運営や提案集の更新

2022年度
6期成果と
振り返り

・大岡山のフレームワークからまちづくりビジョンを
策定し、６つの基本方針を定めた。
・定例会運営の一環として協議会のホームページを刷
新した。
・ビジョンおよびホームページといった今後の協議会
活動の基盤となる成果が得られた。

A1エコデモコンサル

2022年度
6期目標 ･エコデモプライマーの素案作成 達成度 ・未達

活動内容
・大岡山の事例に基づくコンサル事業の要
点抽出とプライマーの素案作成
・上記素案を、アドバイザーやコンサルタ
ントと検討

2022年度
6期成果と
振り返り

・エコデモコンサル事業の作業量が多く、マンパワーが不
足しているため未達となった。

A2エコデモプライマー

・（以下で記載）

2022年度の活動状況
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（5）各事業の振返り A1エコデモまちづくり支援 A2エコデモプライマー

達成度/成果については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと
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（5）各事業の振返り A3 CPDセミナー

2022年度エコデモCPDセミナー

2022年度
6期目標

･技術者、専門家を対象にエコデモの実践手法
の認知を広める 達成度 ・土木学会CPDセミナー

（北原先生オンラインセミナー2022.6.22）

活動内容
・土木・建築・計画分野の技術者、専門
家を対象としたセミナーの実施（全3回、
各回70名の参加を目標）
（・アートワークツアーの企画）

2022年度
6期成果と
振り返り

・北原先生をゲストとしたオンラインセミナーを実施（参
加者49名、チケット収益60千円、謝金他経費約40千円）。
・雪国・黒石のこみせやかぐじが、雪の文化から来ている
こと、古いオオヤケから新しいオオヤケに移っていること
など、北原先生がエコデモに寄り添って下さった。
・ほかオンライン運営の準備や課題も整理した。

A3 CPDセミナー

達成度/成果については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと



（5）各事業の振返り B1エコデモ研修
ビジョンのための戦略

SDGs、ESG投資の潮流を捉えた企業活動（CSV）
の価値をつくる

2022年度
6期目標

・企業におけるCSV探索・目標設定支援研修
・上記の実現に向けた実践型研修 達成度 ・企業1社での研修継続

・他企業の展開

活動内容 ・前年度のエコデモ研修をベースとして企業2
社のエコデモ研修事業を継続実施

2022年度
6期成果と
振り返り

・前年度に実施した研修（バックキャスト型）に対応す
る形の研修（フォアキャスト型）を構築できた。
・担当者の専門性を生かしてビジネス理論とエコデモを
交えたワークを開発できたことも大きな成果。
・一方で取りまとめ作業の遅滞等もあり、横展開を図る
ことができなかった。
・人材面で困難な状況にあるため、実施体制の見直しも
含めて、次年度は研修事業の継続（第3期研修）実施を
目標とする。また横展開の準備として、報告書、宣伝・
広報パンフ等のツールの作成も目標とする。

B1エコデモ研修事業

・昨年度から実施している企業1社とのエコデモ研修を継続させ、新しい研修プ
ログラムを開発し、継続実施することができた
・一方で、横展開（他企業での研修実施）は今後の課題

2022年度の活動状況

14達成度/成果については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと
エコデモ研修2期報告書



（5）各事業の振返り C1多摩川流域プロジェクト

ビジョンのための戦略
市民活動にあるエコデモの価値を見出し、エコデモの価値
を認めてもらう

C1多摩川流域プロジェクト

2022年度
6期目標

・多摩川の水辺の楽校グループの交流ネットワーク
づくり 達成度

・オンラインシンポジウム
・HP活用
・コラボ企画実施

活動内容

・水辺活動グループ20団体を対象としたオンライン
シンポジウムを実施
・多摩川カッパプロジェクトのHPを水辺活動の情報
発信プラットフォーム化し活用
・水辺活動グループとコラボした展示会・イベント
の共同実施

2022年度
6期成果と
振り返り

・東急財団の助成金が終了したものの、各水辺の活動
訪問を継続。活動をサポートしながら、複数の水辺団
体の協力の下で実施する「試行プロジェクト」を企画
することができた。
・一方で、オンラインシンポジウムの実施、HPの活用
などは、活動協力を上手く得ることができず、計画通
り実施することができなかった。
・今後は、全体の戦略・計画を意識しながら、具体的
な交流イベント（多摩川河口の干潟歩き/干潟競争）を
企画実施し、地域住民の方との協力をもとに、オンラ
インシンポジウム継続やHP活用を検討し、実施する

・全体の戦略、計画に沿って活動できない部分があったが、多摩川の
水辺活動グループのネットワークづくりに向けた、交流企画を推進す
ることができた。

2022年度の活動状況

15達成度/成果については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと

多摩川かっぱPJ
のHP

潟ゲタを使った干潟歩き実験
＠羽田水辺の楽校

潟ゲタ作成のワークショップを検討
＠かわさき水辺の楽校

潟ゲタ、潟スキー
の試作



（5）各事業の振返り C2 ママエコデモ C3 エコデモアワード

ビジョンのための戦略
市民活動にあるエコデモの価値を見出し、エコデモの価値
を認めてもらう

C2 ママエコデモ

2022年度
6期目標

・ディスカッション議事メモ
・調査概要の検討と準備 達成度 未達

活動内容
・ママ達の立場からエコデモについて考え、内部で
ディスカッションを3回実施
・子供に関する活動をしている団体に対する調査準
備を実施

2022年度
6期成果と
振り返り

・時間的余裕がなく、プロジェクトの構想までの準備、
計画ができなかった為。

・計画通りに事業を進めることができなかった。
・進められなかった原因を振り返り、今後の事業再開を検討する。

2022年度の活動状況

16達成度/成果については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと

C3 エコデモアワード

2022年度
6期目標

・エコデモアワードの事業計画作成(エコデモ認証
の準備) 達成度 未達

活動内容 ・内部会議を実施し、アワードの目的、方法、ア
ワード・審査員候補、スケジュールを検討

2022年度
6期成果と
振り返り

・定期的な理事会・戦略会議の場においてトピックと
しては挙がるものの、他の事業（CSV、多摩川PJ）に注
力していたため、本事業の計画・進行そのものができ
なかった



（5）各事業の振返り D1エコデモセミナー、D2出版、D3シンポ
ビジョンのための戦略
エコデモの国際的な潮流を捉え、国内における
学術的位置づけを多分野との共同で行う

D1エコデモセミナー
2022年度
6期目標

・エコデモセミナーの継続
（7期10名で実施予定） 達成度 ・第7期を実施できた（8名、2022/05-2022/11）

活動内容 ・エコデモセミナー7期
2022.02-2022.07(予定)

2022年度
6期成果と
振り返り

・第7期を継続実施できた。6期より開始した各章のオンラインミーティングの
手法や進め方も定着。

・セミナー第7期を実施した
・エコデモラジオを実施した
・エコデモ新書の読書会を実施した

D2エコデモプラットフォーム

2022年度
6期目標

・ランディ特別シンポジウム
の実施 達成度 ・ランディ特別シンポジウムの実施

・エコデモラジオの実施（2022年2月~現在まで実施。9月まで全21回。）

活動内容

・「Inhabiting the Sacred in 
Everyday Life」をテーマとし
て、zooｍでランディ特別シ
ンポジウムを企画実施（参加
者：200名、夏頃実施予定）

2022年度
6期成果と
振り返り

・ランディ特別シンポジウムは実施にいたらなかったが、エコデモセミナー
生の交流を促すためのエコデモラジオを開始。今後はエコデモプラット
フォーム事業として、セミナーさん者の交流と議論の場づくりを行い、他の
事業への波及効果も意識しながらネットワークを拡充する。

2022年度の活動状況

17達成度/成果については次の通りに表記 青：計画通り出来たこと 赤：計画したができなかったこと 緑：派生的にできたこと

D3エコデモ出版事業
2022年度
6期目標

・エコデモ関連書籍の認知拡
大 達成度 ・書籍DL約700

・読書会の実施（大学の講義等でエコデモ新書を用いたディスカッション）

活動内容
・特別シンポジウムをまとめ
た「エコデモ新書」を用いた
読書会の企画実施(書籍DL 500、
読書会7回・30名/回を目標)

2022年度
6期成果と
振り返り

・書籍DL（約700 DL ※2022年10月31日現在）
・エコデモ財団としての読書会はできなかったが、様々な大学の講義等でエコ
デモ新書を用いたディスカッションを実施した。



（5）各事業の振返り D1エコデモセミナー、D2出版、D3シンポ

18

エコデモセミナー：オンラインミーティング



（講演会）
グリーフサポートせたがた主催・オンライン講座「グリーフがつなげる物語」第3回

2021年12月24日（金）17:00-19:30 ＠ZOOM 『私たちがグリーフを受け止め、育むということ』
エコデモ財団応援人・高久ゆう、中澤己知、矢作理歩

（出版・原稿）
土肥真人「この星で生きるための都市を創る―生態系と協働して導く都市計画」

日本都市計画学会・学会誌『都市計画』354号,2022年1月号
土肥真人・杉田早苗「SDGsが公園にやってくる！―Park-PFIによる経済・社会・自然の統合的運営」

（一社）日本公園緑地協会・機関紙『公園緑地』No82-3（2021年12月号）

（各事業）
大岡山まちづくり支援 「大岡山・千束地区まちづくりビジョン」2022年3月作成
    まちづくり協議会ホームページサイト作成 https://oookayama.wixsite.com/home
エコデモ財団主催オンラインセミナー「雪国津軽のまち育て×エコロジカル・デモクラシー：人の心に触れるまちのデザインとは」

2022年6月22日（水）17:00-19:30 ＠ZOOM 基調講演：北原啓司（弘前⼤学）
とどろき水辺の楽校 「多摩川カヌー教室」2022年8月11日 エコデモ財団共催
羽田水辺の楽校 蒲田地域リーダー講習会プログラム第3回「干潟観察＆生き物教室」2022年7月17日 ワークショップ実施
エコデモセミナー7期 オンラインミーティング実施、2022年5月~現在。
エコデモラジオ 2月～現在まで配信中（2-3月までは毎週、以降は隔週配信）。全20回、40曲。

講演会・イベント

（参考）各活動の振り返り：講演会・イベント、原稿・論文、助成金
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